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平成３１年４月１６日

ＮＯ．１

校長 菊岡 義一

４月５日（金）着任式・始業式

平成３１年度のスタートとなる着任式・始業式を行いました。新たに１

８人の教職員を迎えました。始業式で「可能性は無限大であること」「人は

変われること」の２点について話をしました。今年度の学校教育目標を「可

能性は無限大 校訓＜全力投球＞ ～学び・鍛え・磨く～ 」とし、生徒

自身が自らの可能性を信じ、全力投球で、

大いに学び、大いに体を鍛え、大いに心を

磨いてほしいとの思いから、そのような目標設定をしました。自身の

可能性を信じると共に仲間の可能性を信じ、お互いの成長を喜び合え

る仲間関係を築いてほしいと思います。始業式後、２年生は体育館に

残り、クラス発表をしました。体育館後方に張り出された掲示を友達

と見つめています。悲喜こもごもであったと思いますが、新たなスタ

ートです。 ２年生のクラス発表

４月９日（火）第５８回入学式

新たに１４１名の新入生を迎え、新年度全員が揃ってスタートしました。期待と不安の表情が入り交

じる中、中学生としての第一歩が始まりました。中学校生活３年間はあっという間に過ぎ去るので、自

分自身の可能性を信じ、あらゆることに挑戦し、自分らしく生きる目標を見つけてほしいと念願してい

ます。伝統ある常中の一員としての誇りと自覚を持てるよう励ましていきたいと考えています。

４月１０日（水）避難訓練実施

教室配置が変わり、基本となる避難経路の確認のために行う避難訓練です。あいにくの雨天の為、体

育館への避難となりました。消防署の方から、静かに集中して取り組めていたとの評価をいただきまし

た。いつ起こるか分からない災害に備え、これから様々な場面を想定した訓練を真剣に行っていきたい

とも考えています。災害発生時、地元に残っているのは、中学生・小学生そして、お年寄りの方々であ

ります。いざという時、中学生は守られる立場ではなく、地域住民を守り、支えていく立場となります。

地域の方々から大いに期待される存在であります。「いざは常」を意識して行動する習慣を身につけさ

せていきたいと思います。

４月１１日（木）あすなろ学級のみんなと地域へ出かけました！

爽快な青空の下、あすなろ学級の生徒と十太夫近隣公園、駒木ふるさと

の森、美田公園の３カ所を巡ってきました。頬をつたう風に寒さを感じま

したが、日差しはとっても暖かでした。狭い道路を歩くときは１列になっ

たり、気を使って声をかけたりとしっかりした態度に、さすがは中学生だ

なと思いました。桜吹雪が舞う場所もあり、心が洗われ清々しさを感じま

した。約１時間３０分の行程でしたが、皆で楽しく歩くことができました。

校庭の桜の下で記念撮影 （ちょっぴり、疲れましたが）
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４月１１日（木）１年生「交通安全教室」

６校時、講師に流山警察署交通課の田原巡査をお招きし、１年生対象の交通安全教室を開催しました。

小学生・中学生で最も多い事故は、自転車による事故です。小学生は３年生、中学生は１年生が最も事

故件数が多いとのデータが紹介され、自転車を運転していた人が加害者となるケースも近年増えており、

具体例を提示しながら話してくれました。自転車は車両の一つであり、事故を起こせば加害者となって

しまうことも生徒にはしっかり意識させていきたいと思います。中学生ともなると活動範囲が広がり、

部活動での移動も自転車を使う場合がありますので、事故を起こさない、巻き込まれないよう声かけを

していきます。自転車を使用する際は、ご家庭での声かけ、見守りもお願いいたします。

４月１２日（金）新入生歓迎会：部活発表の部

中学校生活の一つの楽しみでもある部活動。加入は任意ですが、中学校生活で打ち込めるものを持つ

ことは、心身の健全な成長にとって大事なことです。部活動を通して、学べることも多くあります。２

・３年生の先輩たちが、一部活約３分間、日頃の活動の様子やその部活の特徴を発表しました。私は残

念ながら出張があったため参観できませんでしたが、リハーサルの様子を２日前に見ました。おそらく

本番は、それぞれの部活が精一杯のアピールをできたのではないかと思います。１５日から仮入部が始

まり、２５日には正式入部です。自分が挑戦してみたい部活動を見つけてほしいと思います。

野球部 サッカー部 男子バスケ部 女子バスケ部

バレーボール部 男子テニス部 女子テニス部 陸上部

男子卓球部 女子卓球部 剣道部 美術部

家庭科部 文芸部 吹奏楽部

＊３年生を中心とし、楽しみながらもお互いの成 右上：特設駅伝部

長を期す活動を期待しています。 右：特設水泳部


